
る。 た
か
が
よ
く
分
か
る
。

し
た
、
慶
応
四
年
(
-
八
六
八
、
九
月
八
日
明
治
と
改
元
）

明
治
十
六
年

(
-
八
八
三
）

「
日
記
帳
」
は
、
政
権
が
徳
川
幕
府
か
ら
明
治
政
府
に
移
り
、
江
戸
が
東
京

に
改
め
ら
れ
る
等
、

の
「
日
記
帳
」
と

の
「
（
原
徳
兵
衛
取
扱
文
書
控
綴
）
」
（
以
下
「
控

日
本
の
歴
史
上
数
少
な
い
大
変
革
の
年
を
、

ほ
ぽ
一
年
に

わ
た
り
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
必
ず
し
も
公
式
の
記
録
で
は
な
い
が
、
筆

者
自
身
の
行
動
や
、
身
の
廻
り
で
生
じ
た
事
や
、
見
聞
し
た
事
柄
が
簡
潔
に
記

「
御
用
留
」
の
記
述
に
な
い
生
々
し
さ
が
伝
わ
る
。
ま
た
、
市
井
の
人
々
が
連

続
的
な
日
常
生
活
の
中
で
、
急
激
な
変
革
を
ど
う
捉
え
、
受
け
容
れ
、
行
動
し

明
治
十
六
年
の
「
控
綴
」
は
、
新
制
度
に
よ
り
「
原
」
姓
を
名
乗
り
、

綴
」
と
表
記
）
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

解

説

町
の

自
治
運
営
の

一
端
を
担
っ
た
徳
兵
衛
が
、
か
か
わ
り
を
持
っ
た
記
録
を
ほ
ぽ
時

系
列
的
に
綴
じ
た
も
の
で
あ
る
。
原
史
料
に
は
標
題
の
記
載
は
な
く
、
史
料
名

は
内
容
標
題
で
あ
る
。
「
控
綴
」
は
、
明
治
維
新
か
ら
十
六
年
、
近
代
民
法
の

制
定
作
業
が
進
む
な
か
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
的
な
町
内
自
治
が
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
維
持
さ
れ
た
か
を
知
る
好
史
料
で
あ

さ
れ
て
い
る
。
既
刊
の
『
史
料
叢
書
』

3
¥
5
の
「
御
触
留
」
や
「
町
入
用
帳
」

本
書
は
四
谷
塩
町
一
丁
目
の
書
役

・
町
用
掛
等
を
務
め
た
原
徳
兵
衛
が
関
与

メ
ー
ト
ル
、
横
一
六

・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
丁
数
は
一
三

0
丁
、
う
ち
墨
付

は
―
二
五
丁
で
あ
る
。
料
紙
は
す
べ
て
同
一
で
、
あ
ら
か
じ
め
綴
じ
た
冊
子
に

順
次
記
述
し
た
も
の
で
、
地
の
小
口
に
「
明
治
元
年
戊
辰
年
」
の
墨
書
が
あ
る
。

慶
応
四
年
正
月
元
日
か
ら
、
九
月
八
日
の
改
元
を
経
て
、
明
治
元
年
十
二
月
十

成
立
時
期

っ
た
当
日
あ
る
い
は
、

翌
日
と
い
う
、
余
り
時
間
が
経
過
し
て
い
な
い
時
に
書

か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
「
日
記
帳
」
は
筆
の
調
子
が
ほ
ぽ
一
定
で
あ
る
こ
と
と
、

御
門
／
＼
之
義
、

相
成
、

不
弁
利
二
而
町
人
一
同
甚
難
渋
仕
候
、
御
門
之
義
者
、

（
マ
マ
）

一
件
二
付
、
往
還
潜
通
用
」
（
傍
点
近
松
）

四
谷
御
門
を
始
メ
、
/
切
相
成
、
小
門
井
二
潜
門
通
行

、
、
、
、

上
野
戦
争

と
あ
り
、
翌
日
の
騒
動
を
表
す
「
上
野
戦
争
」
の
用
語
が
、
前
日
に
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
下
書
き
や
備
忘
録
な
ど
を
も
と
に
し
て
、
後
日
浄
書
し
た

醤
え
ば
彰
義
隊
掃
討
の
前
日
、
五
月
十
四
日
に

日
記
は
通
常
、
事
件
や
事
象
あ
る
い
は
自
身
の
行
動
等
が
あ

一
日
に
至
る
ほ
ぽ

一
年
で
あ
る
。

裏
表
紙
に
、
「
塩
壱
カ
キ
ヤ
ク
徳
兵
衛
」
の
記
載
が
あ
る
。
収
載
期
間
は

「
日
記
帳
」
の
形
態
は
、
縦
帳

慶
応
四
年
改
元
明
治
元
年
「
日
記
帳
」

日
録
」
と
い
う
名
称
を
附
し
た
。

二
つ
綴
で
、
法
量
は
縦
三
―
―
•
三
セ
ン
チ

両
史
料
に
は
「
原
徳
兵
衛
」
の
関
与
と
い
う
共
通
項
し
か
な
い
が
、
江
戸
及

び
東
京
の
庶
民
生
活
を
窺
え
る
史
料
と
し
て
「
四
谷
塩
町
一
丁
目
書
役
徳
兵
衛
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忠

兵

衛

庄

吉

五

人

組

庄

三

郎

秀

次

郎

兵

蔵

惣

七

清

吉

儀

左

衛

門

五

郎

兵

衛

五

兵

衛

庄

次

郎

安

兵

衛

鉄

五

郎

藤

七

の
連
絡
調
整
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

判
）
立
会
や
町
自
治
の
た
め
の
町
入
用
の
支
出
管
理
と
費
用
徴
収
、
町
名
主
と
，
1

清

次

郎

安

右

衛

門

甚

右

衛

門

珍

平

嘉

七

喜
兵
衛

市
右
衛
門

月
の
排
列
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

可
能
性
が
あ
る
。

日
付
の
干
支

日
を
十
干
と
十
二
支
の
六
十
通
り
の
組
合
せ
を
順
次
排
列
し
て
示
す
も
の
で
あ

る
。
明
治
元
年
の
一
世
一
元
制
の
施
行
や
西
暦
と
和
暦
の
併
用
、
現
行
暦
採
用

以
前
は
年
齢
計
算
や
経
年
・
経
日
計
算
の
媒
体
と
し
て
良
く
使
わ
れ
て
い
た
。

年
記
の
入
る
文
章
に
は
ほ
と
ん
ど
記
載
さ
れ
、
本
書
の
よ
う
な
日
記
の
日
付
に

付
さ
れ
る
例
も
あ
る
。
た
だ
し
本
文
中
の
日
付
の
干
支
表
示
に
は
誤
記
が
あ
り
、

該
箇
所
の
右
傍
の
（

か
れ
て
い
る
の
は
睛
天
で
あ
る
。
睛
天
以
外
の
天
候
に
は
「
雪
降
」
「
雨
降
」

「
半
陰
」
「
大
風
雨
」
「
曇
」
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
江
戸
の
情
勢
が
緊
迫
し
た

三
月
下
旬
か
ら
四
月
下
旬
に
は
、
ど
う
い
う
訳
か
天
候
の
記
述
が
ほ
と
ん
ど
な

町
入
用
』
に
よ
る
と
、

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
四
谷
塩
町
一
丁
目
の
家
主
で
あ
る
。
詰
め
る
順
番

は
前
書
所
収
「
町
入
用
押
切
帳
」
の
慶
応
四
年
の
月
別
町
入
用
負
担
額
書
上
げ

に
記
さ
れ
て
い
る
家
主
の
排
列
を
原
則
と
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
慶
応
四
年
正

な
お
、
こ
の
自
身
番
屋
詰
め
は
、
六
月
六
日
に
「
今
日
ぷ
自
身
番
屋
詰
合
、

す
る
。
月
行
事
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
自
身
番
屋
詰
人
の
よ
う
に
連

続
的
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
行
事
は
、
番
屋
詰
人
同
様
家
主
が
、
順
番
で
五

日
づ
つ
務
め
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
次
第
に
混
乱
し
て
い
る
。

の
上
屋
敷
を
宿
陣
と
し
た
四
月
二
十
六
日
か
ら
、

小
使
と
し
て
交
代
で
一
人
づ
つ
詰
め
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
。
連
日
詰
番
と
な

っ
た
家
主
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
閏
四
月
八
日
か
ら
は
先
鋒
総
督
宿
陣
詰

番
、
同
十
八
日
か
ら
は
会
計
所
詰
番
に
な
っ
た
。
こ
の
詰
番
は
、

丁
目
と
市
谷
七
軒
町
、

書
役
の
職
務

四
谷
坂
町
と
交
代
で
詰
め
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
六
月

る
。
文
字
通
り
の
書
記
的
職
務
は
「
今
日
写
物
多
分
有
之
候
二
付
、
自
身
番
屋

江
惣
町
書
役
中
相
集
候
二
付
、

四
谷
塩
町
一
丁
目
に
対
し
、

四
谷
塩
町
一

月
六
日
）
、
「
下
勘
定
相
済
、
何
れ
江
も
不
罷
出
候
間
、
番
屋
二
而
押
切
帳
不
残

相
認
置
申
候
」
（
閏
四
月
二
十
七
日
）
と
あ
る
よ
う
に
、
触
書
等
の
筆
写
、
各

種
書
類
作
成
に
多
く
の
労
力
と
時
間
を
費
や
し
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
公
事
（
裁

大
変
革
達
物
数
多
廉
々
有
之
、
依
之
巨
細
者
御
触
帳
江
記
置
候
も
の
也
」
（
六

」
（
三
月
七
日
）
、
「
今
六
日
朝
五
つ
時

屋
の
詰
人
で
あ
る
。
本
叢
書
4

『
四
谷
塩
町
一
丁
目

自
身
番
屋
詰
人
天
候
の
次
に
記
さ
れ
て

い
る
人
名
は
、
当
日
の
自
身
番

「
日
記
帳
」
に
記
さ
れ
て
い
る
書
役
の
職
務
は
多
岐
に
亘

い
。
ま
た
十
一
月
中
旬
以
降
に
も
記
述
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

四
日
以
降
記
載
が
な
く
な
る
。

天
候
干
支
の
次
に
は
天
候
が
記
さ
れ
て
い
る
。
単
に
「
天
気
」
と
書

）
内
に
正
し
い
干
支
を
記
し
た
。

勅
使
宿
陣
・
会
計
所
詰
番
勅
使
柳
原
前
光
が
近
江
国
彦
根
藩
井
伊
家

行

事

本

文

中

に

「

今

日

ぷ

行

事

0
0、
0
0
日
迄
」
の
記
述
が
散
見

何
月
何
日
の
あ
と
干
支
が
書
か
れ
て
い
る
。
干
支
は
年
や

昼
夜
番
之
義
者
、
御
免
相
成
申
候
」
と
廃
止
さ
れ
て
い
る
。



（
七
月
八
日
）
な
ど
が
あ
る
。

麹
町
・
平
河
町
南
北
御
出
役
控
所
諸
入
用
（
二
月
九
日
）

七
分
積
金
（
四
月

臨
時
の
も
の
に
は
、
四
谷
地
域
の
火
消
組
「
く
」
組
の
入

し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
各
月
の
勘
定
（
集
計
）
は
月
末
の
二
十
七
日
に
行
う
こ

と
が
定
例
と
な
っ
て
い
る
（
「
日
記
帳
」
で
は
四
月
が
二
十
六
日
、
記
載
の
な

い
六
月
以
外
は
す
べ
て
二
十
七
日
）
。
集
計
さ
れ
た
支
出
総
額
は
小
間
割
が
な

さ
れ
、
各
家
主
の
負
担
額
が
決
ま
る
。
各
家
主
に
割
当
て
ら
れ
た
町
入
用
は
翌

月
の
六
日
に
取
集
め
ら
れ
た
。
こ
の
日
付
は
前
出
の
「
町
入
用
押
切
帳
」
の
決

済
日
と

一
致
す
る
。
「
日
記
帳
」
に
は
明
治
元
年
十
二
月
分
の
町
入
用
の
取
集

め
の
記
事
は
な
い
が
「
町
入
用
押
切
帳
」
を
見
る
と
各
年
の
十
二
月
の
決
済
日

は
そ
の
月
の
晦
日
に
な
っ
て
お
り
、
年
を
越
さ
な
い
と
い
う
習
慣
が
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
入
用
勘
定
と
取
集
め
に
は
、
こ
の
ほ
か
不
定
期
と
臨
時
の
も
の
が

あ
っ
た
。
不
定
期

用
勒
定
（
正
月
二
十
五
日
）
、
麹
町
十
三
丁
目
屯
所
入
用
（
正
月
二
十
八
日
）
、

十
二
日
・
十
七
日
）
、

上
野
竹
矢
来
入
用
（
閏
四
月
二
十
二
日
）
、
祭
礼
入
用

諸
入
用
取
集
め
に
際
し
て
は
「
今
日
祭
礼
入
用
取
集
仕
候
処
、
下
勘
定
之
硼

者
両
二
拾
弐
貫
四
百
文
替
之
処
、
今
日
取
集
之
硼
者
両
二
拾
貫
弐
百
文
相
場
二
而

取
集
候
間
、
金
壱
両
二
付
、

弐
貫
弐
百
文
程
不
足
二
付
、
惣
屏
二
而
金
弐
分
不

足
相
成
候
」
（
七
月
八
日
）
と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
不
足
分
を
ど
の
よ
う
に

処
理
し
た
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
貨
幣
相
場
の
混
乱
ぶ
り
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

に
つ
い
て
の
記
載
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が

町
入
用
の
勘
定
と
取
集
め

臨
時
の
出
費
に
つ
い
て
は
か
な
り
詳

「
日
記
帳
」
に
は
町
入
用
の
定
常
の
支
出

此
駄
賃
拾
三
か
け
二
而
、
金
五
両
弐
分
卜
銀
弐
分
、
右
者
上
野
村
弥

下
宿
札
旅
籠
屋
伊
豆
橋
江
旅
宿
札
相
懸
り
申
候
」
と
更
に
緊
迫
し
た
。
江
戸
及

び
江
戸
城
総
攻
撃
は
三
月
十
五
日
と
設
定
さ
れ
た
が
、
三
月
十
四
日
の
勝
海
舟

と
西
郷
隆
盛
と
の
会
談
に
よ
っ
て
回
避
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
四
谷
塩

町
一
丁
目
で
は
同
日
に
「
福
し
ま
飛
脚
七
郎
兵
衛
殿
江
対
談
仕
り
、
箪
笥
壱
つ

筵
二
而
．

左
衛
門
殿
江
為
積
送
り
候
旨
、
送
状
遣
申
候
」
、
さ
ら
に
翌
十
五
日
に
は
「
伝

（

マ

マ

）

（

マ

マ

）

（

マ

マ

）

壱
忠
八
殿
同
道
二
而
武
州
多
摩
郡
五
反
田
村
百
姓
方
江
葛
籠
壱
つ
脊
負

（里
）

参
り
相
預
ヶ
置
相
懸
り
申
候
、
尤
同
宿
江
者
行
程
凡
六
り
」
と
あ
り
、
総
攻
撃

に
備
え
て
、
重
要
な
も
の
を
避
難
さ
せ
た
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。
後
者
に
つ
い

（
マ
マ
）

て
は
四
月
二
十
三
日
に
「
稲
毛
五
反
田
村
鉄
屋
栄
次
郎
方
ニ
―
―
一
月
十
六
日
預
ヶ

置
候
籠
壱
つ
、
裏
掃
除
屋
江
請
取
二
遣
」
し
て
回
収
し
た
と
い
う
記
載
が
あ
る
。

る
の
が
最
初
で
あ
る
。

江
戸
総
攻
撃

つ
い
で
三
月
十
一
日
に
は
「
内
藤
新
宿
江
薩
州
御
人
数

旧
幕
府
勢
追
討
軍
は
、
東
海
・
東
山

・
北
陸
の
三
方
面
か
ら
江
戸
に
迫
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
世
相
を
反
映
し
て
、

」
と
あ

二
月
二
十

一
日
条
に
は
「
兎
角
不
穏
成
候
ニ

（趣
力
）

付
、
町
内
重
立
候
方
々
申
合
候
而
、
鎮
守
・
天
王
様
二
而
大
般
若
理
越
万
経
井

町
内
安
全
之
護
摩
相
焚
、
大
札
弐
拾
四
枚
、
小
札
百
五
拾
枚
相
賦
申
候
」
と
神

仏
に
加
護
を
求
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
追
討
軍
が
江
戸
に
向
か
っ
て
い

る
こ
と
は
三
月
三

日
に
「
京
都
表
汐
御
軍
勢
御
差
向
相
成
候
趣
、
遥
二
被
聞
召
、

東
叡
山
江
謹
慎
罷
在
候
趣
御
触
出
候
間
、
惣
町
書
役
呼
上
ヶ
、
為
相
写
候
」
と

い
う
形
で
市
井
の
人
々
に
公
式
に
伝
達
さ
れ
た
。
江
戸
に
迫
る
官
軍
の
記
述
は

（軍
力
）

三
月
九
日
の
「
京
師
方
官
官
先
手
と
し
て
、

川
崎
宿
迄
出
張
罷
在

慶
応
四
年
正
月
三
日
の
鳥
羽
伏
見
の
戦
で
勝
利
を
収
め
た
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四
月
十
一
日
旧
幕
府
は
江
戸
城
を
新
政
府
軍
に
明
け
渡
し

と
な
り
、
以
後
「
東
京
府
」
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

者
都
而
御
番
所
（
町
奉
行
所
）
休
同
様
二
而
、
御
出
勤
無
之
候
事
」
と
あ
る
よ

う
に
機
能
休
止
状
態
で
あ
っ
た
が
、
翌
十
九
日
新
政
府
は
町
奉
行
所
に
市
中
取

締
り
を
委
任
し
た
。

つ
い
で
、
閏
四
月
を
間
に
挟
ん
だ
五
月
十
九
日
、
南
北
の

町
奉
行
所
は
南
北
市
政
裁
判
所
に
改
め
ら
れ
、
六
月
朔
日
従
来
の
町
法
通
り
の

業
務
を
開
始
し
た
。
「
日
記
帳
」
に
は
、
こ
れ
ら
改
変
の
記
事
は
な
い
が
、

五

月
十
七
日
条
ま
で
は
「
南
番
所
」
、
六
月
五
日
条
か
ら
は
「
北
裁
判
所
」
と
い

う
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
南
北
の
市
政
裁
判
所
は
「
日
記
帳
」
九
月
二
日
条

に
「
今
二
日
東
京
府
江
御
引
移
二
相
成
、
市
政
裁
判
所
之
義
者
以
来
御
廃
止
」

彰
義
隊
記
事

た
が
、
こ
れ
を
容
認
し
な
い
旧
幕
臣
達
は
彰
義
隊
を
名
乗
り
、
寛
永
寺
の
あ
る

上
野
の
山
に
籠
っ
て
い
た
が
、
五
月
十
五
日
新
政
府
軍
は
彰
義
隊
を
討
伐
し
た
。

同
日
の
「
日
記
帳
」
に
は
、
討
伐
の
模
様
を
か
な
り
の
字
数
を
費
し
て
記
し
て

い
る
。
そ
の
中
に
（

マ

マ

）

（

マ

マ

）

車
坂
口
方
屈
競
之
人
数
会
津
¢
只
今
当
着
之
趣
、
願
書
ヲ
以
申
出
候
二
付
、

は
「
日
記
帳
」
四
月
十
八
日
条
に
「

尤
有
栖
川
宮
様
御
城
入
相
済
不
申
内

町
奉
行
所
の
改
変

様
井
柳
原
侍
従
殿
御
両
卿
二
而
、

家
御
家
人
其
外
銘
々
も
扶
持
被
下
旨
被
仰
出
候
」
と
あ
る
。

に
は
「
種
々
相
替
候
御
触
面
、

西
丸
御
城
御
受
取
相
成
、
今
日
¢
者

つ
い
で
翌
十
二
日

田
安
中
納
言
様
被
仰
出
候
」
と
急
変
す
る
世
相

を
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
世
相
の
な
か
、
江
戸
の
町
政
を
掌
る
町
奉
行
所

引
き
渡
さ
れ
た
。
同
日
の
「
日
記
帳
」
に
は
「
今
十
一
日

御
当

勅
使
橋
本
大
納
言

総
攻
撃
を
免
れ
た
江
戸
城
は
四
月
十
一
日
新
政
府
に

去
ル
十
六
日
東
京
府
二
お
ゐ
て
年
改

月
十
八
日
に
見
ら
れ
る
。

御
一
代
一
披
二
被
定
候
」
と
一
世
一
元
制

明
治
改
元
維
新
政
府
は
九
月
八
日
に
、
慶
応
四
年
と
明
治
元
年
と
す
る

て
い
た
が
、

八
月
十
八
日
正
式
開
府
と
な
り
、
九
月
二
日
業
務
を
開
始
し
た
。

人
二
而
、
是
則
細
川
家
之
人
数
二
而
、
裏
切
被
致
、
依
之
一
同
彰
義
隊
気

遅
れ
致
、
裏
切
人
数
凡
弐
百
人
程
之
様
子
二
承
知
申
候

と
あ
り
、
新
政
府
軍
方
に
謀
略
が
あ
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
興
味
深
い
。

み
を
も
っ
て
、

五
月
十
二
日
に
設
置
し
た
江
戸
府
を
東
京
府
に
改
め
た
。
東
京

の
意
味
は
、
東
の
京
（
み
や
こ
）

の
意
味
で
、

で
あ
っ
た
。
「
日
記
帳
」
に
よ
る
と
、
こ
の
東
京
府
設
置
を
正
式
に
伝
達
さ
れ

た
の
は
八
月
十
日
で
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
（
マ
マ
）

可
罷
出
旨
申
渡
候
間
、
罷
出
候
処
、
今
度

今
日
名
主
ぷ
写
物
有
之
候
間
、

西
京
1
1

京
都
に
対
応
す
る
も
の

板
触
二
致
し
相
廻
し
申
候
間
、
記
置
も
の
也

七
月
十
七
日
発
足
し
た
東
京
府
の
府
務
は
、
前
述
の
市
政
裁
判
所
で
行
わ
れ

詔
書
を
出
し
た
。
同
詔
書
に
よ
る
と
、
こ
の
改
元
は
「
御
即
位
大
礎
被
済
、
先

例
之
通
」
と
さ
れ
た
が
、
「
自
今

が
採
用
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
改
元
の
通
達
は
、
「
日
記
帳
」
九

明
治
元
年

右
之
通
り
改
元
被
仰
出
候
旨
、
御
達
有
之
候
事

江
戸
之
義
、
東
京
と
唱
替
相
成
候
旨
御
達
有
之
候
間
、
依
之
家
主
衆
中
江

江
戸
を
東
京
に
維
新
政
府
は
慶
応
四
年
七
月
十
七
日
、
江
戸
遷
都
の
含

相
違
も
有
之
間
敷
と
加
勢
為
致
候
処
、
俄
二
右
人
数
之
義
者
官
軍
方
廻
し
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昨
夜
酒
渡
割
後
惣
町
此
居
付
方
自
身
番
屋
江
寄
合
、
御
神
酒
開
仕
候
処

さ
ら
に
十
一
月
六
日
条
に
は

全
量
は
二
斗
五
升

x
（
三
六
樽
＋
四
樽
）
＋
一
斗
一
升
11
1

0

一
斗

一
升
と
な

配
ら
れ
た
酒
で
は
不
足
す
る
の
で
、
四
樽
と

一
斗
一
升
を
買
い
足
し
た
の
で

九
月
八
日
付
の
詔
書
が
、
十
六
日
の
通
達
と
な
っ
た
の
は
、
京
都
の
太
政
官

（慶
応
四
年
閏
四
月
二
十

一
日
公
布
の
政
体
書
に
よ
り
設
置
）
か
ら
東
京
府
へ

七
日
両
日
業
を
休
み
、
奉
祝
す
る

今
朝
五
つ
時
揃
二
而
、
東
京
府
罷
出
候
処
、

六
樽
被
下
置
候
間
、
惣
町
人
足
雇
上
ヶニ
而
罷
出
申
候
処
、
外
組
合
井
町

々
之
義
者
車
二
而
持
運
候
間
、

車
三
輌
代
金
四
両
也

四
谷
中
江
戎
鯛
と
申
樽
三
拾

四
谷
町
々
之
義
も
無
餘
義
車
力
を
相
雇
、

と
酒
を
受
け
取
る
際
の
不
手
際
ぶ
り
を
記
し
て
い
る
。
頂
戴
の
酒
は
翌
五
日

冗弐
脱
力
）

今
五
日
高
島
氏
宅
二
而
御
酒
割
渡
有
之
、
支
配
鼈
数
弐
千
弐
拾
軒
江
御
酒

頂
戴
高
三
拾
六
樽
、
壱
樽
二
付
弐
斗
五
升
入
と
見
積
、
割
合
候
得
者
、

メ
、
代
金
拾
七
両
弐
分
二
而
買
求
・

四

樽
と
壱
斗
壱
升
不
足
相
成
候
間
、
惣
町
相
談
之
上
、
新
壱
中
源
二
而
買
求

あ
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
数
字
で

一
鼈
当
り
の
配
分
量
が
計
算
で
き
る
。
酒
の

る
。
こ
れ
を
二
、
0
二
ニ
軒
で
割
る
と
一
鼈
あ
た
り

0
•
五
升
1
1

五
合
に
な
る
。

に
分
配
さ
れ
た
。

こ
と
を
実
施
し
た
。
「
日
記
帳
」
十

一
月
四
日
条
に

日
に
酒
と
盃
（
天
酒
天
盃
）
を
配
り
六

天
酒
頂
戴
新
政
府
は
、
江
戸
の
人
び
と
を
慰
撫
す
る
た
め
、
十

一
月
四

の
伝
達
に
時
間
を
要
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
寄
」
「
寄
せ
」
な
ど
と
表
記
）
に
行
き
、
義
太
夫
を
聴
い
た
な
ど
と
い
う
記

事
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
庶
民
生
活
の
中
で
娯
楽
の
場
と
し
て
寄
席
が
身
近
な

存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
二
月
に
は
五
・
六

．

十
六
・
十
七
・
二
十
二
日
に
寄
席
の
記
事
が
あ
る
。
六
日
は
前
述
の
町
入
用
の

勘
定
と
書
類
作
成
が
済
ん
だ
あ
と
に
出
掛
け
て
い
る
。
十
七
日
に
は
「
万
長
席

江
罷
越
申
候
処
、
咲
太
夫
吉
作
義
者
、

原
義
者
妹
背
の
門
松
質
見
世
の
段
、
梶
馬
太
夫
忠
臣
蔵
六
段
目
、
咲
見
太
夫
絵

本
太
功
記
尼
ヶ
崎
之
段
相
語
申
候
」
と
演
者
と
演
目
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

二
十
二
日
に
は
「
梶
太
夫
・
呂
角
斎
其
外
二
て
罷
越
候
処
、
梶
太
夫
義
者
不
参

ニ
付
、
半
札
相
成
申
候
」
、

寄
席
通
い

一ノ
谷
徴
軍
記
三
段
目
、
若
狭
太
夫
鵜

八
月
十
六
日
に
は
「
忍
原
寄
せ
江
罷
越
申
候
処
、

ー
中
略
I

昼
後
な
大
雨
二
而
、
往
還
之
も
の
共
も
不
都
合
二
付
、
半
札
二
相
成

申
候
」
と
、
演
者
の
欠
演
や
大
雨
の
時
に
は
、
木
戸
銭
が
半
額
に
な
る
と
い
う
、
仕

ぎ
た来
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
日
記
帳
」
で
興
味
を
ひ
く
も
の
に
寄
席
（
本
文
中
で
は

で
あ
る
。
こ
の
騒
ぎ
の
模
様
は
錦
絵
に
も
描
か
れ
て
い
る
。

真
殊
二
目
出
度
義
二
付
、
町
内
未
聞
之
儀
者
候
得
共
、
自
身
番
屋
二
而
藝
者

呼
上
ヶ
祝
義
等
差
出
し
稀
成
義
・

今
日
町
内
二
而
踊
屋
台
出
来
、
但
狂
言
之
義
者
左
之
朝
比
奈
其
外
三
人
之

踊
二
而
、
珍
敷
見
事
二
出
来
仕
候
、

外
二
将
基
之
駒
二
而
・

と
踊
屋
台
が
出
来
、
酒
樽
や
将
基
の
駒
の
形
を
し
た
出
し
が
練
り
廻
っ
た
の

つ
い
で

出
し
練
物
之
義
者
頂
戴
之
御
酒
三
樽
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丁
目
、
麹
町
十
二
丁
目
、
四
谷
七
軒
町
（
も
と
は
市
ヶ
谷
七
軒
町
で
、
明
治
十

各
書
類
の
差
出
し
人
な
ど
に
は
居
住
地
が
記
さ
れ
て

区
役
所
等
へ
の
「
届
」
「
願
」
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

係
一

0
件
、
役
所
等
か
ら
の
通
達
九
件
、
税
（
地
租
や
家
屋
税
な
ど
）
や
協
議

は
何
も
記
載
が
な
い
。

「
控
綴
」
の
収
め
ら
れ
て
い
る
書
類
の
内
容
は
種
々

「
控
綴
」
の
形
態
は
縦
帳
・
ニ
つ
綴
で
、
法
量
は
縦
二
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
横
一
七

•
O
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
丁
数
は
三

0
0
丁
で
す
べ
て
墨
付
で

あ
る
。
用
紙
は
様
々
で
、
半
紙
二
つ
折
り
が
大
半
で
あ
る
が
、
「
四
谷
区
役
所
」

「
四
谷
塩
町
一
丁
目
」
「
四
谷
七
軒
町
」
と
印
刷
さ
れ
た
罫
紙
が
含
ま
れ
て
い

る
。
区
役
所
等
へ
提
出
し
た
書
類
の
下
書
き
や
控
、
役
所
等
か
ら
配
布
さ
れ
た

書
類
等
が
、

お
お
む
ね
日
付
順
に
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。
案
件
に
よ
っ
て
は
、

明
治
十
五
年
以
前
の
日
付
の
関
係
書
類
も
あ
る
。
表
紙
・
裏
表
紙
・
小
口
等
に

記
載
事
項
の
内
容

雑
多
で
あ
る
が
、
大
ま
か
な
区
分
を
す
る
と
戸
籍
・
住
民
異
動
に
関
す
る
も
の

七
0
件
、
金
銭
貸
借
関
係
一
五
件
、
盗
難
等
事
件
関
係

―一

件
、
家
督
相
続
関

金
（
町
運
営
費
）
関
係
九
件
、
拾
得
・
遺
失
物
関
係
九
件
、
不
動
産
関
係
八
件
、

訴
訟
関
係
六
件
、

二
年
収
公
さ
れ
、

そ
の
他
六
八
件
で
あ
る
。
そ
の
他
に
は
、
前
記
関
係
以
外
の

関
係
者
の
居
住
地

い
る
。
そ
の
居
住
地
は
四
谷
塩
町
一
丁
目
の
み
な
ら
ず
、
隣
接
す
る
麹
町
十
一

四
谷
塩
町
一
丁
目
の
西
隣
に
代
地
が
与
え
ら
れ
た
）
、

四
谷

2

明
治
十
六
年
「
原
徳
兵
衛
取
扱
文
書
控
綴
」

店
請
人
神
田
新
銀
町
半
六
地
借
周
助

（村
脱
力
）

一
、
生
国
信
濃
伊
那
郡
三
日
町

書

役

徳

兵

衛

＠

坂
町
、
市
谷
本
村
町
の
ほ
か
、
境
を
接
し
な
い
四
谷
尾
張
町
、

丁
目
、

四
谷
南
伊
賀
町
、

書
役
徳
兵
衛

四
谷
伝
馬
町
一

四
谷
伝
馬
町
新

一
丁
目
、
麹
町
十
三
丁
目
、

四
谷
籠

笥
町
、
四
谷
北
伊
賀
町
、
市
ヶ
谷
片
町
、
四
谷
荒
木
町
、
四
谷
伝
馬
町
三
丁
目
、

帳
」
の
筆
者
で
あ
り
、
当
「
控
綴
」
の
作
成
者
の
徳
兵
衛
に
関
す
る
基
本
的
な

収
）
か
ら
得
ら
れ
る
。
「
日
記
帳
」
を
記
し
た
明
治
元
年
の
「
人
別
書
上
」
は

な
い
の
で
翌
明
治
二
年
(
-
八
六
九
）

よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

百
姓
善
助
枠

浄
土
宗
麻
布
一
本
松
長
伝
寺

の
「
人
別
書
上
控
」
の
庄
吉
店
に
次
の

巳
―
―
―
十
八
オ

生
国
は
信
濃
国
伊
那
郡
三
日
市
村
（
現
長
野
県
上
伊
那
郡
箕
輪
町
三
日
町
）

で
、
家
族
と
し
て
生
国
同
村
の
妻
き
く
（
三
十
五
歳
）
、
娘
や
す
（
十
四
歳
）
、

弟
勇
吉
（
二
十
五
歳
）
と
東
京
四
谷
塩
町
一
丁
目
生
れ
の
娘
き
よ

（
十
歳
）
、

悴
金
太
郎
（
二
歳
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
娘
の
や
す
と
き
よ
の
年
齢
よ
り
、
明

治
二
年
か
ら
数
え
で
十
四
＼
十
年
前
の
安
政
三
年
(
-
八
五
六
）
＼
万
延
元
年

情
報
は
、
四
谷
塩
町
一
丁
目
の
「
人
別
書
上
」
（
当
『
史
料
叢
書
』

l
.
2
所

四
谷
塩
町

一
丁
目
の
書
役
は
代
々
「
徳
兵
衛
」
を
名
乗
っ
て
い
る
。
「
日
記

3
 
四
谷
忍
町
、
四
谷
左
門
町
な
ど
が
あ
る
。
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一
と
七
夜
、
銘
々
真
似
少
々
仕
候
」
、
閏
四
月
十
五
日
「
小
児
宮
参
之
真
似
致

ハ
九
）
に
は
「
（
四
谷
塩
町
一
丁
目
）
拾
八
番
地
町
人
小
切
売

未
四
拾
才

渡
世
徳
兵
衛
午
三
拾
九
歳
」
と
記
載
さ
れ
養
女
た
ね
（
十
二
歳
）
が
家
族
小
切

（
一
八
六

0
)
に
夫
婦
で
江
戸
に
出
て
来
た
と
推
測
で
き
る
。
「
人
別
書
上
」

を
朔
る
と
、
慶
応
―
―
一
年
(
-
八
六
七
）

四
月
の
「
人
別
書
上
」
に
は
、
生
国
・

店
請
人

・
家
族
構
成
が

一
致
す
る
「
旦
雇
稼

「
人
別
書
上
控
」
に
は
な
く
、
文
久
元
年
(
-
八
六
一
）
＼
慶
応
三
年
の
「
人

別
書
上
」
に
は
見
え
る
。

つ
ま
り
こ
の
「
勝
蔵
」
が
慶
応
三
年
か
ら
明
治
二
年

の
間
に
「
徳
兵
衛
」
を
襲
名
し
、
書
役
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
日

記
帳
」
の
四
月
九
日
条
に
「
今
日
昼
八
つ
時
頃
小
児
出
生
仕
候
」
と
あ
り
、
こ

の
生
児
が
明
治
二
年
の
「
悴
金
太
郎
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
日
記
帳
」

の
筆
者
で
あ
り
、
「
控
綴
」
を
作
成
し
た
徳
兵
衛
は
元
の
名
を
勝
蔵
と
い
い
、

慶
応
三
年
末
ま
で
に
徳
兵
衛
と
改
名
し
、
書
役
を
務
め
て
い
た
と
考
え
て
よ
い

だ
ろ
う
。

そ
の
後
の
徳
兵
衛
は
、
明
治
三
年
の
「
人
別
書
上
」
に
は
「
町
年
寄

に
加
わ
っ
て
い
る
。
明
治
四
年
の
「
戸
籍
調
書
」
（
資
料
番
号
九

0
三
七
五
八

原
徳
兵
衛
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
「
原
」
と
い
う
苗
字
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

長
男
金
太
郎
に
関
し
て
は
「
日
記
帳
」
慶
応
四
年
四
月
十
五
日
条
に
「
小
児

し
、
赤
強
自
身
番
屋
二
而
相
ふ
か
し
、
頂
戴
も
の
有
之
候
家
数
上
下
中
と
高
下

相
付
、
三
軒
拾
軒
程
相
賦
申
候
」
、
五
月
五
日
条
「
御
節
句
二
付
、
何
れ
も
不

罷
出
候
」
と
長
男
が
生
れ
た
こ
と
に
対
す
る
親
と
し
て
の
喜
び
を
現
わ
し
た
記

が
い
る
。
ち
な
み
に
「
旦
雇
稼
勝
蔵
」
の
名
は
安
政
四
年
(
-
八
五
七
）

旦
那
寺

の

勝
蔵
」
と
い
う
人
物

述
が
あ
る
。

（
近
松
鴻
―

-）
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